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ロケット発射！

8月2日（月）、村民体育館で自然ふれあい教室

パート3が行われました。子供達はお父さんやお母

さんに手伝ってもらいながら、楽しそうにペットボトルロ

ケットを作っていました。その後、完成したロケットを

何回も青空高く打ち上げていました。

・村民体育祭ウォッチング…②～③

●話題出来事なかさとウォッチング……④～⑤
●’99里創プラン通信…………・…・…・……………⑦

●農村地域生活アドバイザーだより……………⑧

●国民健康保険税が決まりました………………⑨
●お知らせ……………・…・・……………・…・・⑩～⑬

●みんなの広場……………・…・・……一・………・・⑫

●カレンダー・………………●………●●………’…●⑭
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・
灘
誌

　　

霧

　
　
　
▲

〈
3
回
は
き
つ
い
ぜ

▲3・3・7拍～子

畠

　撒
灘轍

〈
う
ま
い
ビ
ー
ル
が
飲
め
る
よ
う

　
　
　
　
　
　
　
が
ん
ば
り
ま
す

ひ
嚢

雛

▲こぼさないように

く
あ
そ
こ
へ
走
っ
て
行
く
の
よ

　
驚
月
篶
田
㈱
麓
中
墨
蛸
学
校
擦
影

ウ
ン
ド
に
お
い
て
、
第
鎚
国
繭
璽
慰

民
体
育
祭
が
行
わ
れ
ま
墜
た
¢

　
梅
爾
明
け
し
た
青
空
の
も
と
．
各
・

チ
豊
ム
と
も
深
紅
の
汰
優
勝
旗
を
目

指
し
、
各
種
競
技
に
熱
戦
を
繰
饗
広

げ
ま
し
た
。

　
恒
例
の
玉
入
れ
競
技
で
ぱ
、
篭
の

高
さ
が
低
か
っ
た
の
か
．
競
技
の
蒔

闇
が
長
か
っ
た
の
が
、
そ
れ
と
も
選

手
の
腕
が
良
か
っ
た
の
か
璽
0
0
個

を
越
え
る
玉
を
入
れ
る
チ
ー
ム
が
あ

り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
カ
ン
つ
鱗
・
パ
ン
食
い
り

レ
ー
で
は
カ
ン
つ
り
に
四
苦
ハ
苦
す

る
選
手
が
多
く
．
順
位
も
目
ま
ぐ
る

▲イチ・二一・イチ・二一

騨鞘

蹴

　　霧『灘．　濯懸欝　i嚢．ギ齢・一一謙

弓1っぱられてゆく▲う～ん

▲あともう少し

▲ライターなら簡単なのに▲途中経過です▲綱弓1きは腰を低くするのよ



嚇

》
足
が
つ
り
そ
う
だ

　
　
　
　
　
騙

諺
轄

，
t
㎜
講

　　　黙　　　繍嚢
　　簑　灘灘

撫炉♂轍詫腓螂澤
ひ棘固晶蜘＝心

麟
騨
鞭

純
聾

．
竃

鱗
　

▲101、102…何回跳んだでしょう▲いよいよゴール

弓▲▼

一
一
臨

　　　　　　　　　　　　　　　　　ん　　　　　　　　　　　　　　　　ミ　　　　　　　　　　　　　　海

　　　　　　　　　　　　　　　　　下　　　　　　　　　　　　　天　　　　　　　　　炎　　　　　　　茜　　　年藤鰻
》
パ
ン
は
も
ら
っ
た

▲う～ん　釣れない

綾
《
変
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

　
体
育
祭
終
了
後
ぽ
、
各
チ
ー
ム
と

鞠
地
鑑
縫
戻
っ
て
冷
た
い
ビ
ー
ル
を

飲
み
な
が
窃
、
盛
弐
に
打
ち
圭
げ
を

レ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
結
果
は
次
の
と
お
鱗
で
す
。

◆優勝第4チーム1，120点

◆第2位　第6チーム　941点

◆第3位第3チーム　862点

◆第4位　第5チーム　836点

◆第5位　第1チーム　714点

◆第6位　第2チーム　642点

籔難騨鱗讐…難
一糟魑一・幽

　　　聡羅纒藤

聯∫

鵬
，
鑛
囎

〉
優
勝
第
4
チ
ー
ム

翻

嚢
脳磁

藤　
懸

懸
轟羅

職
鐵

　　　憲

　麟

▲今年も勝たせてもらいま▲▼体育祭の花　村民大リレー

▲今年は入るよ

欝
議
羅
雛
蝿
灘

　
　
　
難

▲負けられません

，
．
雛

　
　
　
　
　

難

　　　　　　▲ゴ・一ル！
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、
羅
難
麺
欝
灘

　
建
蝿
　
柵

欝蟹

　
　
　
戯
灘
雛
灘
講
鑛

　
7
月
1
8
日
㈲
、
清
津
峡
小
学
校
体

育
館
に
お
い
て
、
緑
の
郷
再
発
見
フ

ォ
ー
ラ
ム
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
平
成
1
1
年
度

山
村
担
い
手
・
産
業
育
成
促
進
事
業

の
一
環
で
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。
6

月
に
清
津
峡
地
区
（
角
間
、
葎
沢
、

土
倉
、
倉
下
、
小
出
、
西
方
、
西
田

尻
）
を
対
象
に
夢
、
大
好
き
、
ご
苦

労
、
想
い
出
の
各
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

が
行
わ
れ
、
そ
の
調
査
結
果
が
各
担

当
者
か
ら
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の

後
、
子
供
の
夢
、
特
産
品
開
発
、
地

　
　
　
　
　
　
告

　
　
　
　
　
㌧
報

　
　
　
　
　
．
の

　
　
　
　
　
　
査

　
　
　
　
　
　
調

　
　
　
　
　
　
夢

…
識
小
織
戴
・

　
　
　
－
　
　
　
▲

区
振
興
計
画
の
3
部
会
に
分
か
れ
活

発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
後
日
、
こ
の
意
見
交
換
の
結
果
を

ま
と
め
、
子
供
の
夢
部
会
の
中
か
ら

ー
つ
、
特
産
品
部
会
の
中
か
ら
3
品

目
位
を
選
び
、
n
月
中
旬
の
日
曜
日

に
清
津
峡
小
学
校
体
育
館
を
メ
イ
ン

会
場
に
行
わ
れ
る
お
祭
り
広
場
で
、

実
現
す
る
計
画
で
す
。

▲3部会に分かれての意見交換

　
7
月
1
8
日
㈲
、
十
日
町
生
鮮
食
品
・

㈱
駐
車
場
で
第
2
7
回
新
潟
県
消
防
協

会
十
日
町
地
区
支
会
ポ
ン
プ
操
法
競

技
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
十
日
町
市
（
2
チ
ー
ム
）
、
川
西
町
、

津
南
町
、
中
里
村
、
松
代
町
、
松
之

山
町
の
代
表
7
チ
ー
ム
が
参
加
し
、

日
頃
訓
練
し
た
ポ
ン
プ
操
法
の
技
術

を
競
い
合
い
ま
し
た
。

　
雨
が
降
り
足
元
の
滑
り
や
す
い
コ

ン
デ
イ
シ
ョ
ン
の
中
、
中
里
村
消
防

団
を
代
表
し
て
出
場
し
た
干
溝
チ
ー

ム
が
す
ば
ら
し
い
操
法
を
行
い
見
事

に
優
勝
を
飾
り
ま
し
た
。

　
主
な
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
7
月
1
4
日
（
水
）
の

朝
、
畑
に
行
っ
た
ら

お
も
し
ろ
い
キ
ュ
ウ

リ
が
あ
っ
た
と
、
高

道
山
の
渡
辺
利
男
さ

ん
が
持
っ
て
き
た
も

の
で
す
。

　
皆
さ
ん
は
何
に
見

え
ま
す
か
？
か
た
つ

む
り
？
な
め
く
じ
？

そ
れ
と
も
…
…

◆
優
勝
中
里
村
消
防
団
干
溝

◆
準
優
勝
　
津
南
町
消
防
団
谷
内

◆
第
3
位
　
川
西
町
消
防
団
野
口

◆
最
優
秀
個
人
賞

・
1
番
員
　
広
田
昌
人
（
干
溝
）

・
2
番
員
　
樋
口
利
和
（
干
溝
）

愚漁灘

贔
灘

魯

》
干
溝
消
防
団
の
面
々

棄
　
．

▲皆さん何に見えますか

　
7
月
1
5
日
㈲
、
中
里
地
区
ふ
れ
あ

い
セ
ン
タ
ー
建
築
工
事
安
全
祈
願
祭

が
新
屋
敷
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
建
築
は
、

県
営
中
山
間
地
域
総
合
整
備
事
業
の

一
環
で
行
わ
れ
る
も
の
で
、
総
工
費

3
千
7
百
8
0
万
円
で
1
階
鉄
筋
コ
ン

ク
リ
ー
ト
、
2
・
3
階
木
造
造
り
で
、

延
べ
床
面
積
は
2
9
2
・
8
4
、
m
で

す
。
工
事
は
平
成
1
1
年
1
2
月
2
2
日
完

了
予
定
で
、
完
成
後
は
地
域
活
性
化

の
目
的
で
多
面
的
な
利
用
が
期
待
さ

れ
て
い
ま
す
。

》
工
事
の
安
全
を
祈
り
鍬
入
れ

4



　
7
月
2
0
日
㈹
、
ミ
オ
ン
な
か
さ
と

駐
車
場
に
お
い
て
、
今
年
で
最
後
の

開
催
と
な
る
、
第
1
2
回
と
き
め
き
を

食
う
会
と
第
3
回
ミ
オ
ン
な
か
さ
と

ふ
れ
あ
い
祭
り
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
会
場
に
は
熱
気
球
、
ミ
ニ
S
L
、

電
動
カ
ー
、
U
F
O
ゲ
ー
ム
な
ど
が

あ
り
、
多
く
の
親
子
連
れ
が
楽
し
ん

で
い
ま
し
た
。
午
後
か
ら
は
、
ふ
れ

あ
い
祭
り
も
開
催
さ
れ
、
訪
れ
た
人

達
は
、
ス
テ
ー
ジ
で
繰
り
広
げ
ら
れ

る
芸
能
祭
、
カ
ラ
オ
ケ
大
会
、
歌
謡

シ
ョ
ー
に
盛
大
な
拍
手
を
送
っ
て
い

ま
し
た
。

　
ま
た
、
最
後
に
ミ
オ
ン
上
空
に
U

F
O
が
現
わ
れ
、
最
後
の
別
れ
を
告

げ
て
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
馨
欝
懸

▲小千谷から熱気球も来ましだ

　
構
灘
覇

　
灘
灘
・

　
、
鰹
灘
難

糠
’

鞭
霊
鞭
臨

鞭
■
ぷ魅

▲にぎわったふれあい祭り

　
7
月
2
1
日
㈱
、
U
モ
ー
ル
大
ホ
ー

ル
に
お
い
て
、
中
里
村
老
人
ク
ラ
ブ

連
合
会
高
齢
者
交
通
安
全
セ
ミ
ナ
ー

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
セ
ミ
ナ
ー
は
、
今
年
、
テ
レ

ビ
番
組
で
ブ
ー
ム
と
な
っ
た
「
だ
ん

ご
3
兄
弟
」
に
高
齢
者
を
救
っ
て
も

ら
お
う
と
計
画
し
行
わ
れ
た
も
の
で

す
。　

ま
ず
、
十
日
町
警
察
署
の
野
口
交

通
課
長
か
ら
交
通
安
全
講
話
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
「
こ
れ
か
ら
は
日
が
暮
れ

る
の
が
早
く
な
る
の
で
、
用
事
は
明

る
い
う
ち
に
済
ま
せ
ま
し
ょ
う
。
道

路
を
渡
る
と
き
は
必
ず
左
右
の
安
全

確
認
を
行
い
ま
し
ょ
う
」
な
ど
と
参

　
7
月
1
8
日
㈲
、
七
ツ
釜
公
園
で
七

ツ
釜
ま
つ
り
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
、
朝
か
ら
雨
模
様
の
天

気
で
し
た
が
、
祭
り
会
場
は
多
く
の

人
で
賑
わ
っ
て
い
ま
し
た
。
雨
避
け

の
シ
ー
ト
、
テ
ン
ト
の
張
ら
れ
た
会

場
で
は
、
山
菜
汁
、
焼
き
鳥
、
七
ツ

釜
深
山
酒
な
ど
が
用
意
さ
れ
、
訪
れ

▲笹だんごを揚げて宣誓

加
者
に
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
最
後
に
参
加
者
全
員
が
、

だ
ん
ご
3
兄
弟
に
ち
な
ん
だ
赤
・
青

・
黄
色
の
交
通
安
全
短
冊
付
き
の
笹

だ
ん
ご
を
高
く
掲
げ
な
が
ら
、
交
通

安
全
3
つ
の
誓
い
を
宣
誓
し
ま
し
た
。

た
人
た
ち
は
、
お
い
し
い
ご
ち
そ
う

を
食
べ
な
が
ら
、
ス
テ
ー
ジ
で
演
じ

ら
れ
る
田
代
の
神
楽
な
ど
を
楽
し
ん

で
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
共
催
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
フ

ィ
ッ
シ
ン
グ
パ
ー
ク
で
釣
り
大
会
も

行
わ
れ
、
優
勝
者
は
1
5
㎏
も
の
魚
を

釣
り
上
げ
て
い
ま
し
た
。

▲雨にも負けずニジマスのつかみ取り

　
7
月
14
日
㈱
、
中
里
村
デ
ィ
サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー
と
特
別
養
護
老
人
ホ

ー
ム
七
川
荘
の
合
同
総
合
防
災
訓
練

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
デ
ィ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
で
は
火

災
発
生
の
非
常
ベ
ル
が
鳴
る
と
、
職

員
は
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
か
ぶ
り
、
タ
オ

ル
を
口
に
ま
き
、
施
設
利
用
者
を
機

▲煙を吸わないように

敏
に
避
難
所
に
誘
導
し
て
い
ま
し
た
。

　
避
難
完
了
後
、
職
員
に
よ
り
散
水

栓
を
使
っ
た
放
水
訓
練
も
実
施
さ
れ
、

一
人
ず
つ
順
番
に
ホ
ー
ス
を
手
に
持

ち
放
水
訓
練
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。

　縷鱗
彗
懸
職

簗．i

▲職員による放水訓練

平成11年8月10日広報なかさと5



　
8
月
3
日
㈲
、
貝
野
小
学
校
テ
ン

チ
ル
ー
ム
に
お
い
て
久
保
寺
南
遺
跡

の
発
掘
報
告
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
ま
ず
佐
藤
津
南
町
文
化
財
専
門
員

が
縄
文
文
化
に
つ
い
て
、
縄
文
土
器

は
世
界
で
一
番
古
い
土
器
で
あ
り
、

土
器
の
発
見
に
よ
り
移
動
し
て
い
た

生
活
か
ら
定
住
生
活
に
変
わ
り
、
家

族
性
の
基
本
が
で
き
た
。
日
本
最
古

の
土
器
の
一
群
が
北
回
り
で
清
津
川

と
中
津
川
の
合
流
点
に
住
み
つ
い
た

人
た
ち
の
中
か
ら
生
ま
れ
て
来
た
よ

う
な
状
況
が
見
え
隠
れ
し
て
き
た
。

そ
し
て
、
そ
の
一
群
が
こ
の
久
保
寺

南
遺
跡
に
あ
る
。
と
話
し
ま
し
た
。

　
続
い
て
笠
井
調
査
員
が
ス
ラ
イ
ド

を
交
え
な
が
ら
、
今
回
の
発
掘
に
関

し
、
5
月
1
0
日
か
ら
7
月
1
6
日
ま
で

の
調
査
の
間
に
掘
り
出
さ
れ
た
遺
物

は
5
0
0
0
点
近
く
に
も
お
よ
び
、

今
、
洗
浄
作
業
を
し
て
い
る
が
か
な

り
の
形
に
復
元
で
き
る
の
で
は
な
い

か
。
と
報
告
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
最
後
に
専
門
員
は
遺
跡
発

見
の
意
義
に
つ
い
て
、
我
々
が
大
学

で
学
ん
で
来
た
縄
文
時
代
草
創
期
の

最
初
の
議
論
と
い
う
も
の
は
今
回
の

久
保
寺
南
遺
跡
を
き
っ
か
け
に
も
う

一
度
仕
切
り
直
し
に
な
る
。
遺
跡
は

毯
薫
…璽

纏
鱒

．
燭
嚢
慧

　
　
　
　
3

　
　

　
籍
麟
霧
　
灘
、

礁
暴
、

灘
黙

．
“
塞

〉
発
掘
し
た
縄
文
土
器

〈
ど
ん
な
形
に
復
元
さ
れ
る
の

中
里
村
の
地
域
財
産
と
し
て
残
る
し
、
日
本
の
ル
ー
ツ

を
考
え
る
上
で
、
な
く
て
は
な
ら
な
い
資
料
に
今
後
な

っ
て
行
く
。
そ
う
い
う
意
味
で
は
国
宝
級
の
価
値
が
あ

る
す
ば
ら
し
い
も
の
で
あ
る
。
と
話
し
ま
し
た
。

　
参
加
者
は
発
掘
さ
れ
た
石
器
や
土
器
を
手
に
し
な
が

ら
、
縄
文
文
化
の
世
界
に
思
い
を
巡
ら
せ
て
い
ま
し
た
。

：：”
”囎

◆優勝　田沢ジャニーズ
◆2位　倉俣ファイターズ

◆3位　貝野イーグルス
◆4位　高道山フェニックス
◆最優秀選手賞
　　太島秀典（田沢ジャニーズ）

◆優秀選手賞
　　高橋和仁（倉俣ファイターズ）

　　中島俊幸（貝野イーグルス）

　　大島悠輔（高道山フェニックス）
◆健闘賞
　　廣田直樹（田沢ジャニーズ）

　　鈴木裕也（倉俣ファイターズ）

　　鷹巣　哲（貝野イーグルス）

　　樋口学（高道山フェニックス）

こ
ん
な
季
節
料
理
は
い
か
が
で
す
か

　
ム
フ
の
時
期
、
こ
ん

な
季
節
料
理
を
作
っ

て
み
ま
せ
ん
か
？
と

い
う
こ
と
で
、
今
回

は
。
モ
ロ
ヘ
イ
ヤ
の

山
か
け
」
の
作
り
方

を
紹
介
し
ま
す
。

◆
作
り
方

難
灘

①
マ
グ
ロ
の
ぶ
つ
切
り
に
、
醤
油
、
お
酒
を
ふ
り

　
か
け
、
3
0
分
か
ら
／
時
間
位
下
味
を
つ
け
て
お

　
く
。

②
モ
ロ
ヘ
イ
ヤ
を
如
で
て
、
き
ざ
む
。

③
下
味
を
つ
け
て
お
い
た
マ
グ
ロ
の
上
に
か
け
、

　
わ
さ
び
醤
油
で
食
べ
ま
し
ょ
う
。

　
急
い
で
い
る
と
き
や
時
間
の
な
い
と
き
．

を
か
け
ず
に
す
ぐ
出
来
ま
す
。

手
間

★
「
山
か
け
」
を
お
い
し
く
食
べ
る
た
め
に

　
　
広
田
さ
ん
か
ら

　
　
　
　
　
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
ア
ド
バ
イ
ス

・
マ
グ
ロ
に
お
酒
を
か
け
る
と
生
臭
さ
が
消
え
ま

す
。

・
マ
グ
ロ
の
代
わ
り
に
、
イ
カ
の
刺
身
を
使
っ
て

も
お
い
し
い
で
す
よ
。

こ
ぶ
し
会

広
田
ま
つ
さ
ん
（
山
崎
）

◆
山
か
け
の
材
料

・
マ
グ
ロ
の
ぶ
つ
切
り
－
－
…
－
…
2
0
0
9

・
モ
ロ
ヘ
イ
ヤ
（
如
で
た
も
の
）
…
…
5
0
9

・
醤
　
油
…
…
…
…
…
…
小
さ
じ
ー
／
2
杯

・
お
　
酒
…
…
…
…
…
…
・
…
－
小
さ
じ
／
杯

◆
「
山
か
け
」
の
思
い
出

　
5
～
6
年
位
前
の
今
頃
の
時
期
、
仕
事
し

て
帰
っ
て
き
て
、
何
か
作
る
の
が
面
倒
く
さ

か
っ
た
と
き
、
手
間
を
か
け
ず
、
簡
単
に
作

れ
る
物
は
な
い
か
と
考
え
、
山
か
け
の
と
ろ

ろ
の
代
わ
り
に
モ
ロ
ヘ
イ
ヤ
を
使
っ
て
は
と
￥

思
い
付
い
た
の
が
き
っ
か
け
で
す
。

　
カ
ル
シ
ウ
ム
や
ビ
タ
ミ
ン
A
・
C
が
豊
富

で
、
夏
バ
テ
予
防
に
も
な
る
モ
ロ
ヘ
イ
ヤ
を

使
っ
た
簡
単
な
料
理
で
す
。

　
一
度
お
試
し
く
だ
さ
い
。

▲夏バテ予防になるモロヘイヤの山かけ
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◆
公
募
作
品
展

　
　
エ
ン
ト
リ
ー
者

　
　
　
　
　
　
　
3
0
3
名

　
来
年
夏
開
催
の
大
地
の
芸
術
祭
で

は
、
招
聰
す
る
作
家
に
よ
る
作
品
の

ほ
か
、
広
く
作
品
デ
ザ
イ
ン
を
募
集

す
る
公
募
部
門
を
設
け
て
い
ま
す
。

4
月
か
ら
6
月
に
か
け
て
公
募
作
品

展
へ
の
エ
ン
ト
リ
ー
者
を
募
っ
た
と

こ
ろ
、
全
国
各
地
か
ら
応
募
が
あ
り
、

リ
ト
ア
ニ
ア
、
イ
ギ
リ
ス
な
ど
海
外

か
ら
も
含
め
3
0
3
名
（
1
3
グ
ル
ー

プ
を
含
む
）
か
ら
エ
ン
ト
リ
ー
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
7
月
後
半
か
ら
8
月
前

半
に
か
け
て
、
エ
ン
ト
リ
ー
さ
れ
た

方
か
ら
直
接
現
地
を
見
て
も
ら
う
た

め
「
公
募
ポ
イ
ン
ト
現
地
説
明
会
」

を
4
回
開
催
し
ま
し
た
。

　
公
募
ポ
イ
ン
ト
は
、
6
市
町
村
1

か
所
ず
つ
で
、
各
1
作
品
が
設
置
さ

れ
ま
す
。
中
里
村
は
「
田
尻
の
川
原
」

が
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

　
今
後
は
n
月
末
ま
で
に
作
品
の
デ

ザ
イ
ン
プ
ラ
ン
が
提
出
さ
れ
、
1
2
月

下
旬
に
予
備
審
査
（
3
0
作
品
に
絞
る
）

来
年
1
月
中
旬
に
公
募
審
査
で
当
選

6
点
が
決
定
し
、
2
月
～
7
月
に
作

品
制
作
、
大
地
の
芸
術
祭
期
間
中
に

⊥
点
（
賞
金
3
0
0
万
円
）
が

ッ
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

難
鰯
、
鍵
灘
験

懸
禰
踊
搦
環

　
　
　
　
　
灘
　
　
　
懸
　
　
　
田

　
　
　
　
ざ
コ
ド

　
　
、
饗
　
　
・
、
羅
　
　
　
　
　
　
▲

　
　
，
　
轟
．
　
唱
　
　
　
　
　
磁

　
　
　
鍔

　
テ
キ
発
見

一
応
募
あ
り
が
と
う

　
　
ご
ざ
い
ま
し
た

，
8
月
か
ら
1
年
間
を
か
け
て

v
た
写
真
と
言
葉
の
コ
ン
テ
ス

』
後
妻
有
8
万
人
の
ス
テ
キ
発

7
月
末
で
締
切
り
ま
し
た
。

ん
多
く
の
方
々
か
ら
ご
応
募

一
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

川
在
集
計
作
業
を
進
め
て
い
る

ノ
で
、
8
月
下
旬
地
元
審
査
、

旬
本
審
査
、
1
0
月
上
旬
入
選

10

月
下
旬
表
彰
、
n
月
巡
回

ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
す
。
今
後
、

面
で
情
報
を
お
伝
え
し
ま
す
。

職
毬

　　　　　赤地のi義緬祭・・、ボランテイ蒸云鎌

越後妻有大地の芸術祭実行委員会では、2000年7月から9月の「大地の芸術祭・越後妻有アートトリエンナーレ

2000」開催に向け、様々な場面で事業をサポートしていただく3種類のボランティアスタッフを募集します。

　　　◆作家サ蝦一撫ボランティア

大地の芸術祭に参加する作家の作品制作活動を幅広

く手伝ってもらうボランティアです。

○活動内容・

・木、石、鉄などの加工制作の技術協力

・作品設置の作業補助

・材料運搬（車輌での運搬を含む）

・ワークショップの補助

・外国語の日常会話程度の通訳

・伝統、伝説、民話、風習等の情報提供

・地域内移動の車の運転、名所等のガイド

・作家滞在中の食事調理　など

　　　　拳螢衛祭還営欝鞍ン鋳羅ア

大地の芸術祭開催期間中、事業の運営などをお手伝

いいただくボランティアです。

○活動内容

・市町村に設置するトリエンナーレセンターで来訪者

への会場やイベントの案内

・トリエンナーレセンターの運営

・記念式典、シンポジウム、ワークショップ、シアタ

ー
、

企画展覧会などのイベント運営

　　　　◆記録撮影ボランヲ麹ア
今年の撮影も含めて、事業の様子を写真・ビデオで

記録するボランティアです。撮影いただいた記録物の

著作権は実行委員会のものとさせていただきます。

○活動内容

・アーティストの視察、制作、設置時の撮影

・作品設置状況と来訪客などの撮影

・シンポジウム、講演会、ワークショップなどのイベ

ントの撮影

○材料支給

お持ちの機材にあわせてフィルム、ビデオカセット

等を支給させていただきます。

　　　　※環籔ンう灘アの条緯
●作業等に伴う当地域内の交通費は支給します。（ガソ

リン代含む）

●傷害保険をお掛けします。

●宿泊費、食費は支給しません。どうしても宿泊が必

要な方は、宿泊場所等について相談にのります。

癖購騰醗難欝慰錨

〒948－0036　十日町市大字北新田1－10　十日町地域広域事務組合企画振興課内

越後妻有大地の芸術祭実行委員会事務局

盈0257－57－2637　FAXO257－57－2285

7 広報なかさと　　平成11年8月10日



　
今
園
登
編
麟
擢
灘
嚢
灘
縫
飛
螺

誠
i
蓉
鐵
ぽ
．
顯
里
村
驚
嚢
性
餐

嫁
物
め
驚
慶
業
者
華
金
侮
加
入
さ

嬢
理
解
灘
る
だ
ん
類
さ
ま
老
．

蒙
族
経
営
協
定
巻
結
ぱ
概
て
雛
る

嚢
俣
の
斎
喜
籔
餐
さ
ん
驚
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か

v
擁
国
轟
衷
驚
楽
穫
嚢
農
作
業
に

励
ん
驚
雛
る
ス
量
キ
な
露
驚
離
。

　
こ
ん
に
ち
は
！
私
は
平
成
5
年
度

に
農
村
地
域
生
活
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と

な
り
ま
し
た
。
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
な

っ
て
か
ら
5
年
が
経
過
し
ま
し
た
が
、

何
の
取
り
柄
も
な
い
私
で
す
の
で
、

活
動
が
思
う
よ
う
に
出
来
な
い
こ
と

を
心
苦
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。
現
在
、

集
落
で
は
「
み
の
り
会
」
と
い
う
生

活
改
善
グ
ル
ー
プ
に
属
し
、
村
で
は

「
農
家
の
暮
ら
し
を
考
え
る
会
」
に

属
し
て
、
先
輩
達
か
ら
は
い
ろ
ん
な

事
を
教
わ
り
、
若
い
世
代
か
ら
は
若

さ
と
や
る
気
を
も
ら
い
、
一
歩
で
も

前
進
し
た
い
と
考
え
毎
日
頑
張
っ
て

い
ま
す
。

　
さ
て
、
農
家
の
皆
さ
ん
は
農
業
が

職
業
だ
と
い
う
意
識
を
持
っ
て
い
ま

す
か
？
農
業
だ
っ
て
一
つ
の
立
派
な

職
業
で
す
。
農
場
は
職
場
な
ん
で
す
。

㎜

職
場
に
は
、
普
通
一
定
の
規
則
が
あ

り
ま
す
よ
ね
。
農
業
に
も
家
族
一
人

一
人
が
お
互
い
の
役
割
と
評
価
を
認

め
合
い
、
よ
り
良
い
条
件
づ
く
り
を

目
的
と
す
る
家
族
経
営
協
定
と
い
う

も
の
が
あ
り
ま
す
。

　
私
は
、
平
成
9
年
に
農
業
者
年
金

に
加
入
し
ま
し
た
。
家
族
経
営
協
定

と
い
う
と
給
料
・
休
日
等
と
い
っ
た

取
り
決
め
だ
け
と
思
っ
て
い
る
か
も

知
れ
ま
せ
ん
が
、
協
定
の
内
容
は
画

一
的
な
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
私
は
、
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
の
収
益
の

何
パ
ー
セ
ン
ト
か
を
12
か
月
に
分
け
、

毎
月
自
分
名
義
の
通
帳
に
振
り
込
ん

で
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
が
全
部

自
分
の
自
由
に
な
る
お
金
だ
と
い
い

の
で
す
が
、
我
が
家
の
財
布
は
私
が

握
っ
て
い
ま
す
の
で
、
全
部
家
計
に

ま
わ
る
の
が
現
状
で
す
。
協
定
を
結

ぶ
事
に
よ
り
、
共
同
経
営
者
と
し
て

の
自
覚
も
出
来
、
積
極
的
に
経
営
参

画
が
出
来
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い

ま
す
。

　
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
の
活
動
は

い
ま
ひ
と
つ
進
み
ま
せ
ん
が
、
私
は

自
分
の
身
の
回
り
の
事
か
ら
始
め
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
の
ひ
と
つ

は
、
家
の
回
り
を
花
い
っ
ぱ
い
に
す

る
こ
と
。
で
も
大
き
な
木
の
下
で
は

花
は
き
れ
い
に
咲
か
な
い
し
…
…
。

迷
っ
て
い
る
う
ち
に
時
期
は
ず
れ
と

な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
も
う
ひ
と
つ

は
、
漬
物
を
作
る
小
さ
な
小
屋
が
欲

し
い
こ
と
。
特
に
冬
場
の
時
期
に
い

ろ
ん
な
漬
物
を
し
て
、
近
所
の
バ
ア

ち
ゃ
ん
か
ら
ア
ネ
サ
ま
で
集
ま
っ
て
、

漬
物
を
茶
菓
子
に
し
て
、
お
茶
を
飲

み
な
が
ら
話
に
花
を
咲
か
せ
た
ら
い

》
ス
ズ
ラ
ン
畑
の
草
取
り
を
す
る
二
人

い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
今
は
ま
だ
自
分
の
生
活
に
追
わ
れ
、

皆
さ
ん
の
事
を
考
え
る
ゆ
と
り
も
な

く
、
夢
で
終
わ
っ
て
し
ま
う
か
も
知

れ
な
い
け
れ
ど
、
い
つ
か
実
現
で
き

る
よ
う
頑
張
っ
て
み
た
い
と
思
い
ま

す
。　

家
族
経
営
農
業
に
お
い
て
、
お
互

い
の
地
位
や
役
割
を
明
確
に
し
、
近

代
的
な
家
族
経
営
を
実
現
す
る
た
め

に
、
就
業
条
件
や
役
割
分
担
、
収
益

の
配
分
等
を
家
族
で
話
し
合
い
、
取

り
決
め
た
ル
ー
ル
の
こ
と
で
す
。

　
つ
ま
り
、
家
族
経
営
協
定
に
よ
っ

て
農
業
に
専
従
す
る
女
性
を
農
業
経

営
者
で
あ
る
と
確
認
す
る
の
で
す
。

　
平
成
7
年
の
年
金
制
度
改
正
に
よ

り
、
女
性
の
地
位
確
立
を
支
援
す
る

一
環
と
し
て
、
条
件
を
満
た
し
た
女

性
も
加
入
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。　

農
業
者
年
金
は
「
農
業
者
に
も
サ

ラ
リ
ー
マ
ン
並
の
老
後
保
障
を
」
と

い
う
農
業
者
の
老
後
生
活
の
安
定
と

農
業
経
営
の
若
返
り
や
規
模
拡
大
を

図
る
た
め
に
作
ら
れ
た
公
的
年
金
で

す
。

耀、“㈲卿、“卿、“拗解、㈱、卿、㈱、〃卿、〃解、〃解、〃解、伽〃卿、伽、㎜、伽〃卿吻・伽・㎜・〃卿・〃卿・〃卿・〃卿・〃卿・〃解・〃解・㈱・櫛〃㈲卿・〃卿・鰯・㎜・働伽・㎜・〃解、伽伽・伽・伽・〃卿・櫛〃解・伽・伽、櫛〃卿・伽〃㈲解・伽、〃解・〃卿・〃卿・〃拗卿・〃㈱卿・櫛〃解・〃拗卿・〃解・〃朔・〃卿・伽、〃解・〃拗解・伽㈱・伽・”卿・”卿・”解・伽’櫛櫛”解’伽’㎜”卿’聯”解’㈱’㎜

【
書
　
　
名
　
・
　
著
者
名
な
ど
】

偏
愛
　
　
　
　
　
　
　
　
犬
丸
り
ん

偽
薬
　
　
　
　
　
　
　
江
波
戸
哲
夫

鍋
が
笑
う
　
　
　
　
　
　
岡
本
賢
一

謀
略
軌
道
　
　
　
　
　
　
北
上
秋
彦

小
さ
な
幸
福
　
　
　
　
清
岡
智
比
古

中
田
英
寿
鼓
動
　
　
　
　
小
松
成
美

日
本
ス
キ
ー
教
程
指
導
実
技
編

　
　
　
　
　
　
全
日
本
ス
キ
ー
連
盟

黒
沢
明
「
一
作
一
生
」
全
三
十
作
品

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
都
築
政
昭

理
由
　
　
　
　
　
　
　
宮
部
み
ゆ
き

五
体
不
満
足
　
　
　
　
　
乙
武
洋
匡

は
し
れ
、
き
た
か
ぜ
号
　
渡
辺
有
一

お
ば
け
い
し
ゃ
　
　
　
　
瀬
名
恵
子

空
飛
ぶ
ウ
ロ
ロ
　
い
わ
む
ら
か
ず
お

ウ
ロ
ロ
の
ひ
み
つ
　
　
　
岩
村
和
朗

マ
ン
ガ
日
本
の
歴
史
　
石
森
章
太
郎

風
の
谷
の
ナ
ウ
シ
カ
　
上
・
下

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
宮
崎
駿

も
の
の
け
姫
　
上
・
下

と
な
り
の
ト
ト
ロ

火
垂
る
の
墓

パ
ン
ダ
コ
パ
ン
ダ

耳
を
す
ま
せ
ば

天
空
の
城
ラ
ピ
ュ
タ

未
来
少
年
コ
ナ
ン

　
宮
崎
駿

　
宮
崎
駿

野
坂
昭
如

　
宮
崎
駿

柊
あ
お
い

　
宮
崎
駿

　
　
　
　
ア
レ
グ
サ
ン
ダ
ー
・
ケ
イ

魔
女
の
宅
急
便
　
　
　
　
角
野
栄
子

お
も
ひ
で
ぽ
ろ
ぽ
ろ

　
　
　
　
　
　
岡
本
螢
・
刀
根
夕
子

平
成
狸
合
戦
ぽ
ん
ぽ
こ
　
　
高
畑
勲
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灘木

）あ

駄

ま
　

・
蓑
讐
灘

難

鯉
嚢聾

購細
　懸饗
　響灘

』
の

国昆健康保険税が
　　　　　　決畿りまし施！

　畢成難年度国民健康保険税率ぱ雛隼と同δです！

国保に入っている方ぱ医療の給付を受ける餐権利」が

あると同時に保険税を支払う「義務雛もあります。

　必ず納期内に納めましょう。

　平成11年4月1日現在、国保の被保険者のいる世帯主に

対して、次の①～④の合計額（限度額53万円）により課税

されます。

　税率は、昨年と同じです。

①所得割額

　（襖保険者ごとの合計所得金額一基礎控除33万円）

　　×5．0％

※特例として給与所得者は、収入金額の5％（2万円を越

　えるときは2万円）を控除します。また、65歳以上の年

　金所得者は、年金所得より17万円を控除します。

②資産割額

　被保険者ごとの土地、家屋にかかる固定資産税額

　×25％

③被保険者均等割額　　　　　欝　．講　　灘戴．，、，

　1世帯で32，000円

口
座
振
潜
納
付
の
方

通
知
書
下
欄
中
、
口
座
振
替
欄
に

記
載
さ
れ
て
い
る
金
融
機
関
の
口
座

か
ら
毎
期
振
り
替
え
ら
れ
ま
す
。
（
振

替
日
は
各
期
と
も
納
期
の
最
終
日
）

振
替
日
前
に
残
高
の
確
認
を
お
願
い

し
ま
す
。

納
付
書
は
、
年
度
途
中
に
税
額
の

変
更
が
あ
っ
た
場
合
を
除
き
送
付
し

ま
せ
ん
。

世
帯
主
が
変
わ
っ
た
場
合
は
、
新

し
い
世
帯
主
で
金
融
機
関
に
変
更
の

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

観
徐
納
付
の
方

毎
月
1
5
日
頃
に
納
付
書
を
送
付
し

ま
す
の
で
、
納
期
限
ま
で
に
最
寄
り

の
金
融
機
関
で
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

口
座
振
替
を
希
望
さ
れ
る
方
は
金

融
機
関
で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

田
導畷

険
象
誇
り
妻
！

　
現
在
、
ク
リ
ー
ム
色
の
保
険
証
か
ら
藤
色

の
保
険
証
に
変
わ
り
ま
す
。
今
ま
で
の
「
ク

リ
ー
ム
色
」
の
保
険
証
は
、
8
月
31
日
限
り

で
使
用
で
き
な
く
な
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

　保険税は普段のお医者さんのかかりかたで、ずいぶん違い

ます。医療費が増えれば保険税を値上げして補わなければな

りません。

　医療費をムダなく有効に使うよう、各自心がけましょう。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　な
◆かかりつけの　　　　　　　　　　．』『，、＿　華欝ー

　　お医者さん齢ちましょう。　騨パ鞭
◆急病以外は、夜間・休日の　　　　　’i．駕欝、薪群総

闘麟湿、一◆薬欝蛎1まやめましょう．

◆重繰繍るのは輔錨
　　　　やめましょう。　　　　　・．蓬一・
　　　　　　　　　　　　　　　　樋顕一・・、

　　　　　　　　　　　　　　　　蟹
9　　広報なかさと　．平成11年8月10日



薪
四
蜘
農
馨
鶴
眞
繰
鶴
る
1

任
期
満
了
に
伴
う
農
業
委
員
会
委
員
の
一
般
選
挙
が
7
月
6
日
に
告
示
さ
れ
、
同
日
午
後
5

時
で
立
候
補
を
締
め
切
っ
た
結
果
、
立
候
補
者
数
が
定
数
を
越
え
な
か
っ
た
た
め
、
1
5
人
全
員

の
無
投
票
当
選
が
決
ま
り
ま
し
た
。
n
日
に
開
か
れ
た
選
挙
会
で
当
選
が
確
定
し
、
同
日
に
役

場
議
場
で
白
倉
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長
よ
り
当
選
証
書
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

新
し
い
農
業
委
員
会
は
、
当
選
し
た
1
5
人
の
外
に
議
会
推
薦
2
人
、
農
協
推
薦
1
人
、
農
業

共
済
推
薦
1
人
が
加
わ
り
、
1
9
人
で
構
成
さ
れ
ま
す
。

◆
任
期
　
平
成
斜
年
7
丹
2
0
日
～
平
成
桝
年
7
月
粗
目

氏
　
　
名

集
落
名

電
話
番
号

担
　
当
　
区
　
域

服
　
部
　
安
　
英

如
来
寺

6
3
1
3
｛
⊥
5
0
0

田
沢
、
東
田
沢
、
芋
沢

井
ノ
川
　
政
一
郎

如
来
寺

6
3
1
2
4
4
2

如
来
寺
、
豊
里

関
　
　
　
益
　
之

上
　
　
山

6
つ
J
1
3
∩
∠
9
5

上
山
、
田
中

樋
　
口
　
正
　
勝

干
　
　
溝

6
3
1
3
4
4
0

桂
、
小
原

江
　
口
　
耕
　
一
一
一

干
　
　
溝

6
3
1
3
4
3
8

干
溝

樋
　
ロ
　
富
　
行

荒
　
　
屋

6
3
1
3
2
5
4

荒
屋
、
山
崎

大
　
島
　
榮
　
一

芋
川
新
田

6
3
1
3
∩
∠
∩
∠
3

桔
梗
原
、
通
り
山
、
芋
川
新
田

渡
　
辺
　
保
　
幸

高
道
山

6
3
1
∩
∠
6
9
∩
∠

高
道
山
、
朴
木
沢
、
市
之
越
、
鷹
羽

村
　
山
　
義
　
正

程
　
　
島

6
3
1
3
8
5
4

白
羽
毛
、
朴
木
沢
新
田

南
　
雲
　
宗
　
司

程
　
　
島

6
3
ー
∩
∠
6
3
6

．
程
島
、
東
田
尻
、
西
方
、
西
田
尻

山
　
田
　
今
朝
雄

土
　
　
倉

6
3
卜
3
7
9
1

角
間
、
葎
沢
、
土
倉
、
倉
下
、
小
出

大
　
島
　
雅
　
裕

倉
　
　
俣

6
3
1
3
9
7
7

倉
俣

根
　
津
　
正
　
平

芋
　
　
川

6
3
1
3
9
4
5

芋
川

鈴
木
　
正
　
信

芋
　
　
川

6
3
1
3
9
4
0

原
町
、
新
里

大
　
ロ
　
哲
　
男

重
　
　
地

6
3
1
4
0
4
1

重
地

山
　
田
　
伊
一
二
男

清
田
山

6
3
－
4
1
8
5

下
山
、
清
田
山
、
田
代

南
　
雲
　
秀
　
夫

本
屋
敷

6
3
－
3
6
「
D
9

新
屋
敷
、
本
屋
敷

南
　
雲
　
孝
　
一

堀
之
内

β
U
3
1
3
6
∩
∠
0

堀
之
内

村
　
山
　
正
　
利

宮
　
　
中

6
つ
O
i
3
5
7
5

宮
中

平成11年7月の入札結果
工　　　事　　　名＾ 場　　所 毘　事　費 請 負　業　者

下水道事業計画見直し業務委託 田沢・倉俣・貝野 8，190，000円 中日本建設コンサルタント株式会社

村道干溝市之越線用地測量委託 上　　山 9，975，000円 株式会社　十日町測量
村道倉下土倉線改良工事 土　　倉 27，825，000円 高幸建設株式会社
中里中学校給食室増改築工事 桔梗原 39，480，000円 有限会社　星野建設
特定環境保全公共下水道第11－1号管渠実施設計委託 高道山 6，300，000円 株式会社　十日町測量
土倉地区農業用排水路整備工事 土　　倉 4，200，000円 有限会社　宗家土建
中央地区配水管布設替工事（3・4工区） 通り　山 5，649，000円 有限会社　富井電気
中央地区配水管布設替工事（5工区） 通　り　山 3，412，500円 大隆建設株式会社
中央地区配水管布設替工事（6・7・8工区） 通　り　山 12，789，000円 有限会社　信濃設備
特定環境保全公共下水道汚水管渠新設工事（3工区） 通　り　山 14，752，500円 有限会社正喜屋建設工業

特定環境保全公共下水道汚水管渠新設工事（4工区） 通　り　山 15，120，000円 株式会社　三高土木
特定環境保全公共下水道汚水管渠新設工事（5工区） 通　り　山 7，171，500円 南雲産業　　南雲久作
特定環境保全公共下水道汚水管渠新設工事（6工区） 通　り　山 5，355，000円 有限会社　山　田建設
特定環境保全公共下水道汚水管渠新設工事（7工区） 通　り　山 7，140，000円 有限会社　瀬切建設
特定環境保全公共下水道汚水管渠新設工事（8工区） 通　り　山 4，620，000円 大隆建設株式会社
特定環境保全公共下水道汚水管渠新設工事（015工区） 通　り　山 7，350，000円 有限会社　滝沢重機
特定環境保全公共下水道汚水管渠新設工事（016工区） 通　り　山 9，450，000円 株式会社　鈴木土建
平成11年災角間地区道路復旧工事 角　・間 2，205，000円 大村建設株式会社
程島地区配水管布設替工事 程　　島 11，088，000円 中里水道工業有限会社

平成11年災田代地区水路復旧工事 田　　代 1，207，500円 有限会社　樋口　建設
普通林道小沢東山線舗装工事 堀之内 5，250，000円 福田道路株式会社
清田山自然運動公園コテージ建築工事 清田山 42，945，000円 有限会社　星野建設
特定環境保全公共下水道汚水管渠新設工事（9工区） 高道山 27，510，000円 有限会社　星野建設
特定環境保全公共下水道汚水管渠新設工事（10工区） 高道山 23，520，000円 高幸建設株式会社
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ψ糧願繍願翔繍翔嗣霧■綴馴■繍鷹一馴醐繍翔剛顯剛鋤圏欝、癬頃吻巾噸購姻嘘顧吻吻幅伽姻㈲伽噸⑳囎囎嬢㈱顧噸囎⑳齢窺

1◆募集人員補助員・名　　　　1欝瓢材　　　　　　　　§
一
1◆受検資格　　　　　1難難灘編懇糞簾灘舗蕪鰹
1糠父月2日か　4月1日までに轄雛婁欝離灘め1葱と　ため　l
l◆試験日時　10月8日團　午前9時30分～　　　　鰯§◆応募方法　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　暑

懇◆試験会場　中里村商工会館　　　　　　　　　縷§　。未発表のもの礁四つ切りサイズのプりントを送付（返暑

懸　　　　　　　　　　　　　　　輔　　　　　　　　　　　　　　　　　　§灘◆試験方法　　　　　　　　　　　　　　　　　　　略　　　却を希望する場含は・送料相当分の切手を同封　　して暑

齢灘駿（県行政職初級試験程度〉’小論文馨

嚢◆合格発表　10月下旬　　　　　　　　　　　　　翻§

1◆採用日平成・2年4月・日　　ll

ください）　　　　　　　　　　　　　§
・圃題、住所、氏名、年齢、職業、連絡先撮影日、撮影§
騒ため池の名称（不明の場鋸各者β遵府県の農林1

部局若しくは士地改農事業団体連含会に照会してくださ§

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　い）．撮影データを添えて送付してください。
13黎付期茜中里村商工会職員給与規　よる隣　蟹30　　E日有効）

嚢　8月20日（金）～9月30日（木）　　　　　　　　　　翻§　　・簸優秀賞　　1点　鎚金葡万円

嬢　午前8時30分～午後5時（土・日・祝日は除く）翻§　・優　秀　賞　　2点　賞金5万円

塗　　　　　　　　　　　　　　　鑓§饗　郵送の場合は9月30日消印有効　　　　　　　　繕§　　◎全国士地改良事業団体連盒会盆長賞　，

1◆提出書類　　　　　　　　　　　　　　　　　　1§　　　　　　　　　翔点　賞金5万円
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；
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鶯

書
明
し
問
n
工
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込
証
入
び
8
4
商
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申
績
記
及
傷
村
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検
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を
込
劔
里
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受
び
名
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囹国回国

関　由夏ちやん（・歳）⑥
強・富士子さん夫妻の2女（干溝）

　ビニールプールで水遊びをしたり、

三輪車に乗って遊ぶことが大好きな

由夏ちゃん．取材に伺った日は、近

所の子供たちが5～6人由夏ちゃん

と、にぎやかに遊んでいました。

「毎日のように、学校から返って来

ると遊びに来て、わいわいがやがや

と一緒に遊んでいるんですよ。とお

母さん。由夏ちゃんは近所の子供た

ちのアイドルです。

　お母さんから由夏ちゃんへ一言。

「兄弟仲良く、たくましく育ってく

ださい」　　　＿．．＿、，

※
相
談
は
無
料
。
秘
密
は
厳
守
い
た

　
し
ま
す
。

お
毎
羅
難
響

　
　
　
　
　
灘
霧
．
羅
相
談

　
新
潟
県
高
齢
者
総
合
相
談
セ
ン
タ

ー
で
は
、
お
年
寄
り
や
そ
の
家
族
の

方
々
が
抱
え
る
悩
み
ご
と
や
、
心
配

ご
と
の
相
談
を
無
料
で
お
受
け
し
て

い
ま
す
。

◆
目
時

　
8
月
～
1
0
月

　
毎
週
月
曜
日
か
ら
金
曜
日

　
午
前
9
時
～
午
後
5
時

　
（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
は
除
く
〉

◆
相
談
電
話

　
盈
0
2
5
1
2
8
5
1
4
1
6
5

◆
問
合
せ
先

　
〒
9
5
0
－
0
9
9
4
　
新
潟
市

上
所
2
1
2
1
2
　
新
潟
ユ
ニ
ゾ
ン

プ
ラ
ザ
3
階
　
新
潟
県
高
齢
者
総
合

相
談
セ
ン
タ
ー
　
担
当
　
松
島

O
口
口
6
口
口
○
口
□
Q
月
□
○
ロ
ロ
O
口
口
○
口
口
O
日
口
○
日
O
O
日
0
0
ロ
ロ
○
ロ
ロ
O
臼
口
○
日
□
O
臼
口
O
ロ
ロ
O
口
日
○
口
口
6
0
ロ
O
□
自
Q
釦
口
○
臼
口
O
日
口
O
口
自
O
日
日
○
口
O
O
口
0
0
量
O
日
臼
◎
口
圖
O
ロ

ロ

十
日
離
菰
轟
居
勤
労

　
奉
仕
薗
参
蜘
者
募
集

　
平
成
η
年
度
御
奉
仕
に
は
、
中
里

村
か
ら
2
3
名
の
方
が
参
加
し
、
無
事

任
務
を
果
た
し
ま
し
た
。
心
か
ら
深

く
感
謝
す
る
と
と
も
に
、
厚
く
お
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

　
平
成
1
2
年
度
も
左
記
に
よ
り
参
加

者
を
募
集
し
ま
す
。
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

◆
実
施
予
定
日

　
平
成
穏
年
4
月
上
旬

◆
参
加
資
格

　
心
身
共
に
健
全
で
自
信
の
あ
る
1
5

歳
か
ら
7
0
歳
ま
で
の
方

◆
申
込
金
　
1
0
、
O
O
O
円

※
都
合
に
よ
り
、
や
む
を
得
ず
不
参

　
加
の
場
合
で
も
申
込
金
は
返
金
で

　
き
ま
せ
ん
。

◆
募
集
人
数
　
1
0
人
位

◆
申
込
締
切
　
9
月
2
0
日
㈲

◆
申
込
先
・
問
合
せ
先

・
太
嶋
平
八
（
白
羽
毛
）

　
　
　
　
E
6
3
1
2
6
0
2

・
広
田
ヨ
シ
子
（
高
道
山
）

　
　
　
　
E
6
3
1
2
1
1
9

第
趣
回
蒲
司
法
書
士
と

社
会
福
睡
誰
繕
獲
る

シ
ル
．
謎
癒
繍
顯
．
◎
番
」

　
　
　
　
　
　
　
撫
．
麗
催

　
高
齢
者
、
知
的
障
害
者
、
精
神
障

害
者
、
身
体
障
害
者
の
方
の
不
動
産

や
相
続
、
遺
言
、
贈
与
な
ど
に
関
わ

る
問
題
お
よ
び
介
護
、
福
祉
に
関
わ

る
問
題
に
つ
き
、
司
法
書
士
と
社
会

福
祉
士
が
電
話
に
よ
る
相
談
を
お
受

け
し
、
問
題
解
決
の
ア
ド
バ
イ
ス
を

い
た
し
ま
す
。

◆
日
時

　
9
月
1
2
日
㈲

　
午
前
1
0
時
～
午
後
4
時

　
B
O
2
5
1
2
2
6
1
5
0
8
3

ロロQロロQロロQロロQ口口QロロQロロQロロ○ロロQ□口QロロQロロQロロQロロQロロOロロOロロOロロQロロOロロQロロQロロQロロQロロQ口口QロロQロロQ鳳ロQロロ○ロロQロロQロロQロロQロ

　ボランティアに関心がある人、これからボランティアをしたい人．初めての冒
人、今、ボランテイアをしている人、みんな一緒に学びませんか・　　　　　1

　3回シリーズの講座ですが、希望する講座だけでも結構です。年齢、性別は1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ問いません。どうぞお気軽にお申込みください。お待ちして輪ます。　　　　1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　《第1回》ダ9月鴇日律）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の　○内容　・開講、オリエンテーション　　　　　　　　　　　　　　　　　還
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　　　　・みんなで考えよう「ボランテイアってなあに？」　　　　　　　1
　　　　　　　　　　　　　　　　一・ワークショップの手法を用恥て　　暑
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　8　《第2回》　9月25日（幻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　愚

　○内容　・施設ボランティアで気をつけること　～お隼寄りとの接し方～　　1

　　　　　・特別養護老人ホーム七川荘の見学とお年寄りとのふれあ儲　　　　暑

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　《第3回》　偲月21ヨ（土）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　宿

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の　○内容　・初歩の手話講座一一簡単な手話を覚え事う’　　　　　　　　　1

　　　　　・茶話会で閉講　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　暑

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ◆会　　場　中里村挺会福祉協議会（第鑑回・第3回〉　　　　　　　　　　　1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の　　　　　特別養護老太ホーム七州荘（第2回）　　　　　　　　　　　　呂
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　冒◆隠　　關　午後2時《羅時　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　8
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ◆受講料　無　料　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ◆申込締切　9月垂簾1㈱　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　籍

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の◇申込み・悶欝せ先　嚥璽村挫会福祉協議会　懸6雛灘騒2麹　　　　　　1

※畿所を灘講鞭、凝懸供翻灘驚方繍気難参魏羅翻．l
m。。。。舶。凹dO㎜。。。O。。。。凹。。。。㎜。。。。凹。。。。自。。的。。日。。。凹。。。。図曲O㎜。自。O。。σ。。。舶O。的。。凹。・仁3幽…。O。・。齢・。㎜◎。認

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　12
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O
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造
り
（
バ
蕩
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燃
膿
瀟
獲
ッ
朧
）
講
翫
会
開
催

◆
目
　
　
時

◆
場
　
　
所

◆
参
加
費

◆
定
　
　
員

◆
材
　
　
料

◆
申
込
締
切

◆
申
込
・
問
合
せ
先

8
月
30
日
側

ラ
ピ
ー
ヌ
雪
街
道
　
／
階
ピ
ロ
テ
ィ
ー

／
人
　
／
、
5
0
0
円

25

人
位

主
催
者
で
用
意
し
ま
す

8
月
2
3
日
㈲

　
　
役
場
企
画
観
光
課
　
担
当
太
嶋

　
　
盈
6
3
－
3
／
／
／

午
後
7
時
3
0
分
～
午
後
9
時
頃



團国圖回

新
潟
県
農
業

　
　
　
大
嶺
楼
馨
盤
募
集

◆
募
集
定
員

・
稲
作
経
営
科
　
4
0
人
程
度

・
園
芸
経
営
科
　
3
0
人
程
度

・
畜
産
経
営
科
　
1
0
人
程
度

◆
修
業
年
限
　
2
年

◆
応
募
資
格

　
高
等
学
校
卒
業
者
（
平
成
1
2
年
3

月
卒
業
見
込
み
を
含
む
）
又
は
こ
れ

と
同
等
以
上
の
学
力
が
あ
り
、
お
お

む
ね
2
5
歳
以
下
の
者

◆
願
書
受
付
期
間

・
推
薦
入
校

　
1
0
月
1
8
日
㈲
～
1
0
月
2
9
日
囲

・
一
般
入
校

　
1
2
月
1
3
日
㈲
～
1
2
月
2
4
日
樹

◆
試
験
日

・
推
薦
入
校
　
1
1
月
1
5
日
㈲

・
一
般
入
校
　
1
2
年
1
月
1
7
且
㈲

◆
試
験
場
所
　
新
潟
県
農
業
大
学
校

◆
試
験
科
目

・
推
薦
入
校
　
作
文
、
面
接

・
一
般
入
校
　
国
語
1
（
現
代
文
の

　
み
）
、
数
学
1
、
化
学
I
B
ま
た
は

　
生
物
I
B
（
選
択
）
、
面
接

◆
願
書
送
付
先
・
問
合
せ
先

　
新
潟
県
農
業
大
学
校

　
〒
9
5
3
1
0
0
4
1
　
西
蒲
原

　
郡
巻
町
大
字
巻
甲
1
2
0
2
1

　
E
O
2
5
6
－
7
2
－
3
1
4
1

子
童
饗
糞
援
騨
ラ
ン

　
　
　
旗
燕
灘
鷲
賊
講
座

◆
こ
ん
な
人
を
募
集
し
て
い
ま
す

・
子
育
て
支
援
に
関
心
が
あ
る
人

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ァ
に
興
味
が
あ
り
活

　
動
し
た
い
と
考
え
て
い
る
人

※
年
齢
、
性
別
は
問
い
ま
せ
ん
。
子

　
供
連
れ
の
方
に
は
保
育
室
が
あ
り

　
ま
す
。

◆
目
程

0
9
月
1
0
日
囲

　
午
前
9
時
3
0
分
～
午
前
”
時
3
0
分

　
・
講
義
「
子
育
て
支
援
ボ
ラ
ン
テ

　
　
ィ
ア
に
つ
い
て
」

　
・
話
し
合
い

0
9
月
2
4
日
團

　
午
前
9
時
3
0
分
～
午
前
1
1
時
3
0
分

　
・
講
義
「
乳
幼
児
期
の
特
徴
と
子

　
　
育
て
に
つ
い
て
」

　
・
話
し
合
い

0
1
0
月
　
体
験
学
習
を
3
回

0
1
1
月
5
日
團

　
午
前
9
時
3
0
分
～
午
前
1
1
時
3
0
分

　
・
体
験
学
習
の
ま
と
め

　
・
話
し
合
い

◆
申
込
締
切
　
8
月
31
日
ω
り

◆
申
込
み
先

　
十
日
町
保
健
所
　
地
域
保
健
課

　
担
当
　
池
津

　
盈
5
7
1
2
4
0
0

灘穣盤

糖｛林講｝山崎

蘇｛石澤轍｝田沢

雛｛桑原文勤通り山

・

幾
清田山
津南町

｛山田　　学
藤ノ木祐美子

讐
・
．涌井タイ（96）上　山

南雲．シゲ（71）堀之内

鈴木敏春（18）芋　川

村山マツ（95）田沢
鈴木豊平（77）下　山
滝沢ミヨキ（84）田　中

羽鳥泰助（80）新屋敷

※掲載を希望しない方は届け出の際に

　申し出てください。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　集　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　募　　　　　　　　　　　　　　　　　　品　　　　　　　　　　　　　　　　作1　　　　　　　　　　　　　　　ル
　　　　　　　　　　　　　ー
　　　　　　　　　　　グ　　　　　　　　　　ン　　　　　　　　コ　　　　　　ク
　　　　　ー　　　マ　煙禁

、中学生、高校生、及び一般の方

こに、サヨナラ」

語で作品の中に盛り込むこと

《
乙

ヘ
グ
●

　
生
り
ば
本
等
画

　
学
ま
た
日
材

格
小
き
「
を
画
は
画

資
の
の
マ
マ
　
、

募
内
募
一
一

◆
　
　
◆
○
　
　
○

さは、画用紙八ツ切横（縦26．5cm×横38cm）とし

、画材、色彩は自由とする。　　　　　　　　っ

面に、次のことを必ず明記する。

生　学校名、学年、氏名、年齢

方　住所、氏名、年齢、電話番号

　9月7日（火）（当日消印有効）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
裏
校
の
切
彰
賞
賞
作
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
他
の
高

　
　
　
　
　
　
　
紙
き
紙
の
品
中
般

応
県
癒
テ
テ
用
大
用
そ
作
小
一
締
表
最
優
佳
送
〒
E

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
O
　
　
・
　
・
◆
◆

奪月の納税豊振替圓

謹村　県　民　税　　（8月馴圖藝

■国　　保　　一税　　⑱月訓日）

■国民年金　　⑱月麗麟

■保蕎料鰺月慧擁輸
□圭下氷道料　⑱月飾園）

　　　　　　　　　　　　灘

　　　　　　　　　　懸　　　　　　　　　襲　　　　　　　羅　　　　　辮　　　麟　　嶽鞭羅
19件　　　　▼タ、　　　　　　　　　　　　　、
　　　　　　・最優秀賞　　1点　賞状及び記念品

　1人　　・優秀賞　2～3点賞状及び記念品
22人　　　●佳　作　 10点程度記念品
　　　　　◆送付先・間含せ先
14日　　　　〒950－8570新潟県福祉保健部健康対策課健康増進係

　　　　　　EO25－285－5511　内線2659

平成11年8月10日

●交通事故件数

●死　　者

●傷　　者

●死亡事故

広報なかさ1と13
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／8月15日～9月5目＼
　　　　　　　　　き

カレンター

15（日）

ドーム中里き☆ら○ら定期投影　合ユーモi．
一辺レ　　（…）11二〇〇～11：40

清田山自然運動公園まつり　合清田山自然1

運動公園　010：00～14二30
お盆野球大会合村民グラウンド　08二30～…

16（月） 民謡流し　合JA低温倉庫前　019：45～

．17㈹

…18㈱ 補聴器相談（リオン）合役場013二45～14：00嚢

』
1
9
㈱

三種混合　合保健センター
0／4：00～14：30受付

、20囲 心配ごと相談（廣田和子）合ディサービス1、
セ！ンター　013二30～／6：00

21㈲

22（日）

ドーム中里き☆ら○ら定期投影　合ユーモ1
一ノレ　　（！）11：00～11：40

ミュージック・プラネ　合ユーモール

019：30～
23（月） 補聴器相談（キコエ）合役場015：30～16二〇〇

124㈹

子宮がん検診・乳がん検診　合上村病院婦妻
人科・外科　○子宮がん13二〇〇～13：30受付…

　　　　　　乳がん　14：00～14二30受付…
遊びの教室　合総合センター
09二30～10：00受付

・25㈱

i26㈱
子宮がん検診・乳がん検診　合上村病院婦i
人科・外科　○子宮がん13二〇〇～13：30受付1

　　　　　　乳がん　14二〇〇～14二30受付・…

…27囲

『心配ごと相談（樋ロ虎治郎）合ディサービ1
スセンター　013二30～16：00

行政相談　合老人福祉センター
013：30～16：00

i28出
29（日） ドーム中里き☆ら○ら定期投影　合ユーモiii

一ノレ　　（！）11二〇〇～11二40

，i30（月）

i31㈹
1㈱ 補聴器相談（リオン）合役場013二45～14：00…iii

2㈱
胃がん検診・大腸がん検診　合倉俣集落開発・i

センター　08：00～10二〇〇受付

3囲

心配ごと相談（南雲勝男）　合ディサービスii

セ！ンター　013二30～16二〇〇

乳児検診　合保健センター
013二〇〇～13二30受付

4㈲

5（日） ドーム中里き☆ら○ら定期投影　合ユーモii
一ノレ　　（三）11二〇〇～11二40

…　晶軸撒ド・岬・犠z　　　　　　　　　　　　　　　　　　一’罵：；1漁臨照；3；＝爆；柵

　　　　　　　　　麟　　　　　　　覇　　　　　　婆灘　　　　　講　　　　　難　　　　離叢　　灘　叢灘欝
灘

憲

7月末現在（）は前月比

男3，278人（十1）

女3，293人（±O）

計6，571人（十1）
　　1，701　（十1）

●人ロ

●世帯数
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8月21（土〉午前8時10分～

十日町市営　笹山野球場
8月21日（土）～23日（月）

（※雨天順延の場合は24日（丞

笹山野球場（十日町市）、サン

公園野球場（十日町市）、庚」

月岡公園多目的広場（堀之防

NTT東日本六日町営業支雇

総務担当　飯田

盈0257－70－9031

　昨年は「お飾り紙」で大変好評いただきました。

　今回は「切り絵」を5回の講座で行います。

◆目　時　9月8日・15日・22日・29日・10月6日
　　　　　　毎週水曜日　午後7時30分から

◆会　　場　総合センター

◆講　　師　平野綱一先生

◆締　　切　8月31日（火）

◆申込み・問合せ先　中里村公民館　盈63－2493

　モニターは、日常の生活の範囲内で知り得た情報を信濃川工

事事務所に連絡しますが、地域の方々の生活に密着した信濃川

に関する情報を是非モニターにお知らせください。

　十日町出張所のモニターは次の方々です。

◆樋　ロ　正　弘（十日町市新宮）

◆内　山　一　良（津南町芦ケ崎）

◆島　田　佳　久（中里村倉俣）

※任期は平成11年7月1日から平成12年6月30日までの1年間です・

8／15

　冨　　▼　儒　葭

庭野医院騨箭㍊

8／22 田中タト科医院騨箭携

8／29 池田医院騨箭鴇

休
診
の
お
知
ら
せ

倉
俣
診
療
所
・
歯
科
診
療
所

8
月
欝
日
㈲
ほ

　
　
　
休
診
し
ま
婆
1

子
供
た
ち
は
夏
休
み
に
入
り
、
ラ

ジ
オ
体
操
、
プ
ー
ル
、
遊
び
と
宿
題

そ
っ
ち
の
け
で
毎
日
楽
し
く
過
ご
し

て
い
る
よ
う
で
す
。

8
月
は
あ
ち
こ
ち
で
お
祭
り
が
目

白
押
し
で
す
。
お
盆
の
1
6
日
は
民
謡

流
し
も
開
催
さ
れ
ま
す
。
去
年
は
大

雨
で
中
止
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た

が
、
今
年
は
ど
う
で
し
よ
う
。

皆
さ
ん
各
自
、
前
日
に
盛
大
に
天

気
ま
つ
り
を
し
て
、
晴
れ
さ
せ
ま
し

ょ
う
！
そ
し
て
、
浴
衣
を
着
て
、
う

ち
わ
を
持
っ
て
出
か
け
て
み
ま
せ
ん

か
？

　
思
わ
ぬ
人
と
の
出
会
い
が
あ
る
か

も
知
れ
ま
せ
ん
よ
。


